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1. 全国および神奈川県におけるライブ市場の動向
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全国におけるライブ市場の動向

コロナ禍における落ち込みがあったものの、ライブ市場は拡大傾向にあり、
2023年には公演数、動員数ともにコロナ禍前の水準を超えている。
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※ 出典元：（一社）コンサートプロモーターズ協会



神奈川県におけるライブ市場の動向
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⚫ 全国同様、神奈川県においても公演
数は増加傾向にある。

⚫ 2021年以降、神奈川県では公演数が
急激に増加しており、2023年の公演
数（1,993）はコロナ禍前の2019年の
公演数（943）と比較しても2倍以上
に増加している。

この神奈川県における公演数の増加は、
他の都道府県と比較しても明らかである。
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神奈川県におけるライブ市場の動向
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2019年の神奈川県の公演数は全国で7番目だったが、2023年には4番目に順位を上げている。
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※ 出典元：（一社）コンサートプロモーターズ協会



神奈川県におけるライブ市場の動向
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⚫ 2019年から2023年への公演数の増加
率をみると、神奈川県が全国で最も
公演数の増加率が高い。

⚫ 上位10都道府県の中でも増加率が2倍
を超えているのは神奈川県のみであ
り、神奈川県では公演数が突出して
増加している。

神奈川県で公演数が急増した背景に、み
なとみらいにおける音楽施設の集積があ
る。
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2. みなとみらいにおける音楽施設の集積
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近年のみなとみらいにおける音楽施設の整備

2018

2020

2022

2023

みなとみらいホール
リニューアル

耐震化やバリアフリーへの対応が図
られるとともに、舞台関連の音響や
照明も更新。

Billboard Live YOKOHAMA
KT Zepp Yokohama
ぴあアリーナMM
開業

みなとみらい21地区周辺に新たな音
楽施設の開業が始まる。
（右写真はぴあアリーナMM）

ランドマークホール
リニューアル

新たな音響設備などを備えた、エン
タテインメントからビジネスまでハ
イスペックなホールへと生まれ変わ
る。

Kアリーナ横浜
開業

みなとみらいエリア最大規模の約
20,000人が収容可能なアリーナが開
業。

8



みなとみらいに集積した主な音楽施設

番号 施設名 収容人数

1 Kアリーナ横浜 20,000

2 横浜みなとみらいホール 2,000

3 パシフィコ横浜国立大ホール 5,000

4 横浜赤レンガ倉庫1号館3階ホール 300

5 KT Zepp Yokohama 2,000

6 ぴあアリーナMM 12,000

7 ランドマークホール 700

8 Billboard Live YOKOHAMA 300

ここ数年の開発・整備により、みなとみらいには多種多様な音楽施設が集積している。

※ 図はMusic Port YOKOHAMAの公式HPより

みなとみらい周辺における主な音楽施設の場所、施設名、おおよその収容人数 ※
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https://musicport-yokohama.jp/live-info/


3. みなとみらいにおける「音楽の街」へ向けた取組
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Music Port YOKOHAMA

-Music Port YOKOHAMAとは-

多様な音楽施設の集積を生かし、音楽を軸とした環境を整備することにより、横浜を音楽の街として活性化する取組。
（音楽事業者等の民間企業、行政、エリアマネジメント団体計17者が参画）
公式HP：https://musicport-yokohama.jp/

各種公演・イベント情報の発信

webサイトや駅、観光案内所、音楽施設におけるデジタルサイネ
ージにて各種公演・イベントの情報を発信。

独自イベントの開催

2023年11月にはランドマークプラザおよびグランモール公園に
てキックオフイベントを開催。

※ 写真はみなとみらいSTREET MUSICの公式Instagram（＠minatomirai_streetmusic）より

馬車道駅のデジタルサイネージ キックオフイベントの様子 ※
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https://musicport-yokohama.jp/
https://www.instagram.com/minatomirai_streetmusic/


みなとみらい STREET MUSIC

-みなとみらい STREET MUSICとは-

みなとみらい21地区で実施する、様々なジャンルのアーティストと会場（商業施設、ホテル、公共空間など）を
つなぎ合わせ、ライブパフォーマンスを行う取組。
公式HP：https://musicport-yokohama.jp/street-music/

⚫ アーティストの公募を年1回実施
⚫ 音楽関係者による一次審査、演奏会場による二次審査
⚫ 合格者へ1年間有効な演奏許可証を付与（パスはマッチングが

成立した施設でのみ有効）
⚫ 登録アーティストは事前予約の上、各会場の提示する日程で

ライブパフォーマンスを実施

みなとみらいSTREET MUSICの様子
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みなとみらいSTREET MUSICの流れ ※

STREET MUSICでは、123組（2024年度合格者）のアーティスト
がみなとみらい21地区内の29か所の会場（2024年6月現在）でラ
イブパフォーマンスを行っているほか、各種イベント・企画とコ
ラボしたパフォーマンスも実施している。

※ 図は（一社）横浜みなとみらい21より

https://musicport-yokohama.jp/street-music/


市内回遊企画

-市内回遊企画とは-

音楽施設で行われる各種公演・イベントと連携した企画を市内で展開することで、音楽施設以外の場所にも
足を運んでもらう取組。

公演・イベント【アーティスト名（単独アーティストの公演のみアーティスト名を記載）】 公演日 公演施設

YUZU SPECIAL LIVE 2023 HIBIKI in K-Arena Yokohama【ゆず】 2023年9月29日(金)～10月1日(日) Kアリーナ横浜

YUZU SPECIAL LIVE 2023 HIBIKI in K-Arena Yokohama BEAUTIFUL never give up【ゆず】 2023年11月18日(土)～11月19日(日) Kアリーナ横浜

MTV Video Music Awards Japan（プレイベントのMTV VMAJ 2023 Pre-Showも開催） 2023年11月22日(水)～11月23日(木・祝) ぴあアリーナMM
Kアリーナ横浜

THE IDOLM@STER MILLION LIVE! 
10thLIVE TOUR Act-4 MILLION THE@TER!!!!【アイドルマスター ミリオンライブ！】

2024年2月24日(土)～2月25日(日)
Kアリーナ横浜

YUZU LIVE 2024 AGAIN AGAIN in 横浜BUNTAI【ゆず】 2024年4月6日(土)～4月7日(日) 横浜BUNTAI

KING SUPER LIVE 2024 2024年5月11日(土)～5月12日(日) Kアリーナ横浜

SEVENTEEN TOUR ‘FOLLOW’ AGAIN TO JAPAN【SEVENTEEN】 2024年5月25日(土)～5月26日(日) 日産スタジアム

ケツメイシ TOUR 2024 あっちこっちでマリアッチ♪【ケツメイシ】 2024年6月29日(土)～6月30日(日) 横浜アリーナ

市内回遊企画が実施された主な公演・イベント、公演日、公演施設（2023年7月～2024年6月）
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回遊企画で実施された企画

公演に合わせたライトアップ

コスモクロック21、横浜マリンタワーの
他、地区内施設にて公演イベントに合わ
せたライトアップを実施。

ノベルティプレゼント

対象店舗での商品購入やサービス利用で
引換券がもらえ、それと交換でノベル
ティが手に入る施策。

商業施設等における楽曲放送

Colette Mare、MARK IS みなとみらい、
ランドマークプラザ等の商業施設にて公
演に合わせた楽曲を放送。

街なかコンサート

神奈川フィルハーモニー管弦楽団
や消防音楽隊、みなとみらい
STREET MUSICのアーティストに
より、地区内の様々なところで公
演に合わせた楽曲の演奏を実施。

コラボ展示・装飾

クイーンズスクエア等の施設でイ
ベントとのコラボ展示を実施。ま
た、みなとみらい駅の改札機を特
別仕様にするなどの装飾も展開。

Special

コラボ一日乗車券

鉄道会社の一日乗車券と
公演イベントのコラボ
グッズとのセットを販売。

14

Locatone™(※)

公演出演者の声や楽曲
を聞きながらみなとみ
らい２１地区を散策で
きるツアーを展開

(※)Locatoneは、ソニーが開発したSound ＡＲ(現実世界に仮想世界の音が混ざり合う新感覚の音響体験)を楽しむためのサービス。ツアーを開始し、マップ上にある特定のスポットを訪れると、
位置情報に連動して自動的に音声や音楽が聞こえてくる。音を聴きながら街をめぐることで、街の新しい魅力や楽しみ方を発見できる。



4. 音楽施設の集積および「音楽の街」へ向けた取組についての声
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一般社団法人横浜みなとみらい２１

みなとみらいにおける音楽施設の集積をどのように捉えているのでしょうか。

みなとみらい21地区は多様な音楽施設の集積が進んでいるだけではなく、企業の研究
開発施設の進出エリアでもあり、音楽×イノベーションといった今までにない新しい
カタチが生まれる街となっています。これらの集積を活かし、企業や行政、各団体が
連携して音楽を軸とした環境を整備することにより横浜を音楽の街としてブランディ
ングし、街のさらなる魅力向上・活性化を図っていきたいと考えています。

回遊企画を行った際のアンケートでは、参加者から「行ったことのない場所にも行く
いい機会になった」「みなとみらいが大好きになった」との感想が寄せられ、企画は
好評でした。また、公演主催者様からは「ファンの皆様にもお楽しみいただけて、大
変素敵な企画だった。」「街をあげての企画で、公演がより盛り上がった。」とのお
声を頂きました。また、今回と同様の取組を、別公演でも実施したいとの希望も頂き
ました。今後も公演の盛り上げを後押しする企画を通じて、街の魅力向上につなげて
いきたいです。

回遊企画の反響はいかがだったでしょうか。
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本事業自体は2014年からスタートしていますが、2020年度までは基本一会場での演奏
となっていました。「Music Port YOKOHAMA」のコンセプトの一つでもある「みな
とみらいを音楽であふれる街に」の下、2022年度からは地区内の施設様のご協力をい
ただき、18会場での演奏が可能となりました。また、合格者の演奏スキルの高さも認
知され、2024年度は29会場が演奏会場として登録いただいております。応募資格もプ
ロ・アマ問わず、日本全国からご応募をいただいております。各会場同じデザインの
看板を掲出いただき、地区全体での取組みとして、着々と「みなとみらいSTREET
MUSIC」の演奏が浸透してきていると感じています。誰でも無料で観る事のできる会
場がほとんどですので、是非、演奏スケジュールをチェックして音楽に触れあってい
ただけると嬉しいです。

一般社団法人横浜みなとみらい２１

みなとみらいSTREET MUSICの反響などはいかがでしょうか。
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Ｋアリーナが整備された60・61街区については、平成27年2月に本市が「観光・エン
ターテイメントを軸とした街づくり」の方針を定め、同方針に基づき、公募を行った
結果、音楽アリーナを含む提案を行った事業者が事業予定者となりました。事業予定
者決定後、施設計画をふまえて、事業者と本市、（一社）横浜みなとみらい２１等の
関係者で景観や歩行者ネットワーク形成などの各種地区のルールに沿った協議を積み
重ねてきました。アリーナへの来場者（歩行者）の通行対策については、周辺交通へ
の影響の大きさをふまえて、重点的に協議・調整を実施しました。

横浜市 都市整備局 みなとみらい・東神奈川臨海部推進課

みなとみらいにおける音楽施設の集積はどのように整備されたのでしょうか。

※ 図は横浜市「みなとみらい21 地区60・61・62 街区 街づくり方針」より

横浜市の街づくり方針 ※

事業予定者決定

Kアリーナ横浜
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https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/mm21/606162houshin.files/mm606162machizukurihoushin.pdf


横浜市 都市整備局 みなとみらい・東神奈川臨海部推進課

みなとみらい２１では、交通量推計を基に、必要な施設（デッキ）整備や幅員構成の
見直しなど、需要予測に見合うネットワーク整備を行っています。ただし、ネット
ワークは民間で整備する街区内の公開空地や、街区開発の進捗にあわせデッキを整備
する為、概成していない現状においては、ネットワークが完成しておらず、混雑・渋
滞などが発生しています。また施設利用者だけでなく、物販販売や臨場感を楽しむ来
街者により、各音楽施設の収容客数を上回る来街者が訪れています。

音楽施設の集積による混雑の状況はいかがでしょうか。

混雑への対策についてはどうされているのでしょうか。

音楽施設からの退場者による道路上の混雑などについては、周辺のオフィスワーカー
や地域住民の快適な歩行環境を確保するために、施設側で円滑な誘導を行うなどの取
組が進められています。音楽施設には、ネットワークの許容範囲内で退場者を制限す
ることや、複数ルートの誘導を依頼しています。一方で、各施設の方針や利益は最大
限尊重していくところです。市が関わりながら音楽の街としてのブランディング化を
することで「まち全体」の価値を高め、ひいては運営主体や商業施設などの事業者に
とってメリットになるような調整を進めています。
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横浜市 にぎわいスポーツ文化局 にぎわい創出戦略課

コンサートには市外から来る人も多く、横浜が初めての方もいます。そうした方々に
コンサートだけではなく、コンサートの前と後（コンサートの前日なども含む、期間
としての前後）も横浜を楽しんでもらえないかというのがプロジェクトのきっかけで
す。これまで横浜市では、市が主体的に関わる大規模集客イベント等を実施してきま
したが、集まった人を市内へどう回遊させるかまでは十分ではありませんでした。そ
のため、それに特化したチームが必要だということになり、にぎわい創出戦略課がで
きました。

回遊企画に取り組まれた経緯はどういったものなのでしょうか。

回遊企画のポイントはどういったところでしょうか。

ゆずとの回遊企画の場合、市としては「ゆず×横浜」の文言が入っていることによっ
て市の施策をアピールでき、ゆずとしては回遊企画に参加している各店舗がポスター
を掲出する（場所によってはサイネージでも掲出する）ことでプロモーションにつな
がるという、双方にとってWin-Winな施策になっているところがポイントです。また、
回遊企画は新しいことをやっているわけではなく、回遊企画の個々の施策は過去に
やったことのあるものでしたが、それらを同時にやったことはありませんでした。今
回の回遊企画では各施策を一緒に実施したことで発信力が大きくなったこともポイン
トになります。
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ゆずとの回遊企画でノベルティ施策の対象となるイチオシメニューは企画参加店舗で
平均1,750円で設定されていましたが、ノベルティは合わせて1万以上が出ていたため、
単純計算で1,750万円の効果がありました。また、スマホのセンサーからわかる起点と
終点（どこから来てどこから帰ったか）のデータによると、横浜駅から来た人が70%で、
横浜駅から帰る人が62%だったのですが、この約10%の差が街へ繰り出した人と見るこ
とができます。さらに、回遊企画を行わなかったときのデータによると、76%の人が横
浜駅から帰っており、回遊企画の有無で人の移動に違いがあることもわかりました。

回遊企画の効果などはいかがだったでしょうか。

横浜市 にぎわいスポーツ文化局 にぎわい創出戦略課

横浜駅 Kアリーナ 桜木町駅等

70％

62％ 38％

30％

76％ 24％

70％ 30％

回遊企画
あり

回遊企画
なし

上：行き

下：帰り

上：行き

下：帰り
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ぴあ株式会社

ぴあアリーナMMが実質的に動き出したのは昨年の初めか一昨年の後半ごろからになり
ます。ぴあアリーナMMは2020年4月開業予定でしたが、その年はコロナ禍に直面し、
こけら落としの予定だったゆずの公演が配信になるなど、当初は厳しい立ち上がりで
した。ただ、コロナ禍で緩やかにスタートできたのは今思うと良かったところもあり、
いきなりフル稼働していたら運営が追い付かないこともありえたと思います。現在で
は、ありがたいことに1年半ほど先まで土日祝日は既に予約が埋まっており、週末公演
の前にあたる木曜と金曜は会場の設営に充てられることが多く、全体でも稼働率は7割
を超えています。また、ぴあアリーナMMは特に音質にこだわって設計されており、こ
の点はアーティストの方々からも好評をいただいております。

ぴあアリーナMMの開業、およびその後の状況はいかがでしょうか。

みなとみらいにおける音楽施設の集積についてはどのように思われますか。

イベント会社の立場としては喜ばしいことで、Kアリーナ横浜もイベント会社として利
用していて、みなとみらいのエリアが盛り上がるのはこちらとしても良いことです。
また、みなとみらいの各音楽施設は規模がそれぞれ異なっているため、施設ごとで公
演のすみ分けがされているようにも感じます。
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ぴあ株式会社

ぴあアリーナMMを建設する際、最低でも50年は施設を使用していくことを想定すると、
みなとみらいの街全体も盛り上げていく必要があるのではないかと考えていました。
そこで改めてみなとみらい周辺を調べたところ、音楽施設が多く集積していることに
気づき、音楽の街としてブランディングしていくことを提案しました。また、今後
オープンする施設には目新しさの部分で劣っていくからこそ、街のブランディングは
とても重要ですし、今後は他の施設も巻き込んで音楽イベントやフェスなどを展開し
ていきたいです。

みなとみらいにおける音楽の街へのブランディングについてはどう思われますか。

ぴあ株式会社における横浜での取組み

音楽にあふれ、音楽でつなが
るこれからの横浜をテーマに、
メッセージBOOK『MUSIC 
CITY YOKOHAMA 2022 
Restart』を発行。

2023年12月、みなとみら
い21地区を中心として
「YOKOHAMA MUSIC 
HARBOR 2023 
CHRISTMAS」を2日間に
わたり開催。

フリーペーパーの発行 イベントの開催
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5. 「音楽の街」としての今後の展望
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音楽と技術の融合

みなとみらいには企業の研究開発拠点も集積。

番号 研究開発拠点 オープン

① 京セラみなとみらいリサーチセン
ター

2019年

② 村田製作所みなとみらいイノベー
ションセンター

2020年

③ ソニーシティみなとみらい 2021年

④ ヤマハ首都圏R＆D拠点 未定

音楽と企業の技術が融合した新しい「音楽の街」と
しての姿が期待される。

横浜未来機構が主催する「YOXO FESTIVAL2024」
にて、立体音響を搭載したエンタメ自動運転EVバス
の実証実験もスタート。

①

②

③

④ ※ 写真は（一社）横浜みなとみらい21の2024年1月12日付記者発表資料より

エンタメ自動運転EVバスイメージ ※
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https://www.ymm21.jp/news/upload/7b8df4c0f932d59a13f76a191bddae7d2fbd30ba.pdf


大型フェスの開催

みなとみらいには多くの音楽施設が集積しただけで
なく、開放的な公共空間も多く存在。

各音楽施設・公共空間を活用した大型フェスの開催
も期待される。

※ ぴあフェスの詳細はぴあフェス公式HPをご確認ください。
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GREENROOM FESTIVALの様子

2024年5月25日、26日には赤レンガ倉庫と周辺一帯
の公共空間にて「GREENROOM FESTIVAL」が開催。
アーティストによるライブパフォーマンスのほか、
アート作品の鑑賞やマーケットでの買い物、飲食等
も楽しむことができ、大勢の人で賑わった。

11月を音楽月間にする方向で横
浜市と調整中で、ぴあアリーナ
MMでは複数の人気アーティスト
による「ぴあフェス※」を開催予
定です。

https://piamusiccomplex.com/


6. まとめ
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「みなとみらい・横浜＝音楽の街」の確立への期待

ハード（音楽施設）の充実 ソフト（企画・施策）の充実 これからの取組

近年の建設・開業により、みなとみら
い周辺には音楽施設が集積し、「音楽
の街」としてのハード面が充実した。

Music Port YOKOHAMA、みなとみら
いSTREET MUSIC、回遊企画等より、
「音楽の街」としてのソフト面も充実
してきた。

音楽と技術の融合や大型フェス開催の
機運も高まりを見せ始めており、これ
からの取組も期待される。

「みなとみらい・横浜＝音楽の街」として確立することが期待できる。
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音楽を核とした“選ばれる”街へ

音楽の街としての確立

音楽の街としてのブラン
ディングが浸透し、認知さ
れる。

アーティスト

横浜で公演を行うことが一
種のステータスとなり、コ
ンサートの開催地として活
用したくなる。

来街者（観客など）

横浜に来れば公演やイベン
トのみならず、街全体で音
楽を楽しむことができ、足
を運びたくなる。

選ばれる街へ

アーティスト・来街者の双
方から選ばれる街になる。

さらに選ばれる街を目指して

⚫ 地区内広告スペースを活用したシ
ティドレッシング（街の装飾）。

⚫ 商業施設や飲食店などとのコラボ
を強化・拡大し、コンサート前後
の時間もコンサートの雰囲気で楽
しめる街の一体化。

来街者における満足度の拡大 音楽の街が生む好循環

コンサート自体の満
足感だけでなく、コ
ンサートの前後にお
ける街全体での満足
感が加わり、来街者
の満足度が拡大する。

① 公演に合わせ
て各種企画・
施策を実施。

② 楽しむ様子を
来街者がSNS
等で拡散。

③ SNS等での反
響から再公演
を希望。

①

②③

29


	スライド 0: みなとみらい・横浜における音楽施設の集積と 「音楽の街」の確立へ向けた取組について
	スライド 1
	スライド 2: 1. 全国および神奈川県におけるライブ市場の動向
	スライド 3: 全国におけるライブ市場の動向
	スライド 4: 神奈川県におけるライブ市場の動向
	スライド 5: 神奈川県におけるライブ市場の動向
	スライド 6: 神奈川県におけるライブ市場の動向
	スライド 7: 2. みなとみらいにおける音楽施設の集積
	スライド 8: 近年のみなとみらいにおける音楽施設の整備
	スライド 9: みなとみらいに集積した主な音楽施設
	スライド 10: 3. みなとみらいにおける「音楽の街」へ向けた取組
	スライド 11: Music Port YOKOHAMA
	スライド 12: みなとみらい STREET MUSIC
	スライド 13: 市内回遊企画
	スライド 14: 回遊企画で実施された企画
	スライド 15: 4. 音楽施設の集積および「音楽の街」へ向けた取組についての声
	スライド 16: 一般社団法人横浜みなとみらい２１
	スライド 17: 一般社団法人横浜みなとみらい２１
	スライド 18: 横浜市 都市整備局 みなとみらい・東神奈川臨海部推進課
	スライド 19: 横浜市 都市整備局 みなとみらい・東神奈川臨海部推進課
	スライド 20: 横浜市 にぎわいスポーツ文化局 にぎわい創出戦略課
	スライド 21: 横浜市 にぎわいスポーツ文化局 にぎわい創出戦略課
	スライド 22: ぴあ株式会社
	スライド 23: ぴあ株式会社
	スライド 24: 5. 「音楽の街」としての今後の展望
	スライド 25: 音楽と技術の融合
	スライド 26: 大型フェスの開催
	スライド 27: 6. まとめ
	スライド 28: 「みなとみらい・横浜＝音楽の街」の確立への期待
	スライド 29: 音楽を核とした“選ばれる”街へ

